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第 12 回 日本甲状腺病理学会学術総会 （第 21 回理事会）                            

日  時： 令和 7 年 5 月 24 日(土) 15：30〜15：40   

場  所： 鎌倉プリンスホテル バンケットホール七里ヶ浜第 3 会場 

 

会員現況： 正会員 80 名、会員番号 124 (4 月 1 日現在) 

賛助会員 1 社  名誉会員 ７名 ＊退会者 44 名   

＜議    案＞ 

1. 役員体制 （2025 年 4 月 1 日〜 2027 年 3 月 31 日） 

理事長：中島正洋（日本甲状腺学会事務局：852-8523 長崎市坂本 1-12-4 長崎大学原爆後障害医療研究

所腫瘍・診断病理） 

常務理事：亀山香織（総務）、今村好章（学務）、近藤哲夫（学務）、大橋隆治（広報）、千葉知宏（財

務） 

理事：日野るみ、浦野誠、林俊哲、鈴木彩菜 

監事：橋本優子、安岡弘直      

顧問：菅間博 

2. 鈴木彩菜理事の就任 

3. 令和 6 年度決算報告（資料 1）、監査報告（資料 2） 

4. 令和 7 年度予算（資料 3） 

5. 名誉会員の推戴他関連事項について（資料４） 

6. 今後の事業について 

1） 学術集会（日本甲状腺病理学会総会・学術集会） 

第 13 回 会長 日野るみ（大東文化大学）2026 年 7 月 4 日 大東会館 

第 14 回 会長 近藤哲夫（山梨大学）  2027 年 

 

2） 学術交流 

第 29 回日本臨床内分泌病理学会学術集会 

（学会長 矢澤卓也/獨協医科大学 宇都宮 10 月 17・18 日）サイロイドクラブ 

IAP2026（福岡） 

Application type：Companion meeting 

Group/Organization name：the Japanese Society of Thyroid Pathology (JSTP) 

Session Title：Points for diagnosing thyroid nodules (TNs) in Japan which are differed from other 

countries 

Proposal Details (maximum 200 characters)：The necessity of concept of NIFTP in TNs is controversial 

in Japan. The Japanese system of their cytology is partly different from others. We will discuss our 

practical points for diagnosis of TNs. 

 

参考：R6 年度事業 

1) 第 11 回日本甲状腺病理学会総会・学術集会 学会長 中島正洋 

日時：2024 年 7 月 6 日（土） 会場：出島メッセ長崎 

2) 学術的交流 

第113回日本病理学会 コンパニオンミーティング 

第 36 回日本内分泌外科学会 パネルディスカッション 6 

 



3)  出版・論文 甲状腺癌取扱い規約第９版の英訳 

Kamma H, Ito Y, Suzuki S, Hibi Y, Suganuma N, Kinuya S, Kitamura M, Horiuchi K, Omi Y, Tomoda 

C, Kameyama K, Imamura Y, Ohashi R, Kondo T, Chiba T, Nakashima M, Hirokawa M, Sugitani I. 

Japanese general rules for the description of thyroid cancer (9th edition) established by the Japan 

Association of Endocrine Surgery and the Japanese Society of Thyroid Pathology. Thyroid Science 

2025;2(1):100021 

 



資料 1 

 

R6 年度決算書 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



資料 2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



資料 3 

 

R7 年度予算書 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



資料 4 

 

会則 

日本甲状腺病理学会（旧サイロイドクラブ）設立時補足 

1. 学会の設立により（旧）サイロイドクラブの活動実績はすべて本学会に引き継がれる。 

2. 【設立時役員】設立当初の役員は以下の通りとする。 

理事長：加藤良平 

常務理事（学術担当）：廣川満良 

常務理事（総務担当）：菅間博 

常務理事（財務担当）：亀山香織 

常務理事（国際交流担当）：近藤哲夫 

理事：長沼廣、中村靖、中島正洋、小山徹也、今村好章 

理事（会長推薦）：覚道健一、林宏行 

監事：越川卓、伊東正博 

3. 次期理事長および主な役員（理事長推薦を除く）は理事会の協議によって選出し、総会の承認を得るものと

する。 

4. 役員に欠員が生じた場合は理事会の協議によって後任者を選出し、その任期は前任者の残任期間とする。 

5. 学術集会会長は会員の中から選ばれる。 

6. 役員定年をこえた会員に対し、役員会は本学会に対する貢献を勘案し名誉会員に推載することが出来る。 

名誉会員は年会費納入は免除されるが、総会などでの議決権はもたない。 

7. 設立時の名誉会員 

林雄三、片山正一、坂本穆彦、山下裕人 

 

 

現名誉会員 

・加藤良平 

・廣川満良 

・菅間博 

・越川卓 

・長沼廣 

・伊東正博 

・覚道健一 

 

 


